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去る５月１４日、お天気のいい土曜日に新しく石黒 誠一校長先生がご着任されました。 

朝の着任式の際、慣用句を取り入れながらのご挨拶で、これぞまさに「楽勉！」 

こどもたちもお話にしっかりと耳を傾けることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も倉石先生の力作が揃いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新校長先生 ご着任！！ 
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校長  石黒 誠一 

＜はじめまして  よろしくお願いします＞ 

 今年３月に退職して、急遽５月９日より辻雅義前校長の後任として山形県酒田市（テレビドラマ「おしん」や映画

「おくりびと」の舞台）から着任致しました。酒田市では小学校の教育現場で教鞭をとり、その後は庄内米で有名

な庄内地方を中心に、教育行政や小中学校の校長の経験を積んできました。今回、文部科学省の海外教育施

設シニア派遣教員（第５期）として当地シアトルにご縁があり派遣

されました。                               

 海外派遣経験は、同じ北米のアトランタ補習授業校長として１９

９７年から３年間勤務致しました。着任日（１４日）に大変嬉しかっ

たのは、アメリカ現地校の学習と補習授業校との学習を見事に両

立させながら、笑顔で登校している６３５名の幼児児童生徒（以下、

子ども達）の生き生きとした姿であり、子ども達をいつも温かく支え

ておられる保護者の皆様の献身的な姿であり、平日は別の仕事

を持ちながらも熱い教育愛に燃えた６２名の教職員の姿に接する

ことが出来たことです。異文化の中で学習し、生活することが如何に難しいことか、そしてこれからの人生に素晴

らしい財産になるかは、アトランタ補習授業校での経験から推察していましたが、改めて本校の子ども達と接し

て实感しました。 

 私と妻は、シアトル日本語補習学校で子ども達や保護者の皆様と出会えることを大変楽しみにしてきました。

「出会い」ということばの中には、「あい」のことばが入っています。出会いを単なるその場の一瞬の出来事として

過ごしてしまうのか、この出会いをきっかけに心の交流を深めていく機会にするかで、その後の繋がりが大きく

変わってきます。この「あい」は「愛」にも通じます。これから毎週出会える子ども達と保護者の皆様や在留邦人

やシアトルの皆様との出会いに感謝しつつ、大切にして、大きな「愛」の中で一人一人の子ども達を大切に育て

ていきたいと思っています。本校の教職員にも１４日に、どの子ども達も一人一人「よさと可能性」を秘めている

ので、欠点指摘型でなく、出来るだけ長所を見つけて、認め励まして欲しい（キャッチフレーズ「愛情の翼で抱こう 

あの子も この子も」）とお願いしました。そして、子ども達にとって、シアトル日本語補習学校において、母語であ

る日本語で学ぶことが楽しみで、友達や先生と伸び伸びと明るく過ごすことが大好きで、毎週土曜日が待ちどう

しくなる学校にしたいというのが私の願いです。今年度の本校の児童生徒の生活標語が「いつも にこにこ 楽し

く 一生懸命」なので、保護者の皆様（家庭）と本校との連携を密にして、協力し信頼関係をより強めて、子ども達

が「毎週元気に登校、笑顔で下校」出来るシアトル日本語補習学校になるように「ともに」頑張っていきましょう。                                                  

 幸いなことに、本校の設立以来、熱い思いで大変ご尽力くださった在シアトル日本国総領事館の皆様やシアト

ル日本商工会（春秋会）の皆様をはじめとする多くの関係者のお陰で、今の素晴らしいシアトル日本語補習学校

があり、そこに私が勤務出来て、しかも、来る６月１１日には「創立４０周年記念運動会」を開催できることであり、

私達も参加できることです。                                                                 

私達がシアトルに着いてまだ１週間しか経っていませんが、日本での日課だったジョギングやウオーキングを

毎日続け爽やかな汗をかきながら、何とか時差ボケを解消しようとしています。 

運営委員会や事務所スタッフはじめ教職員や保護者の皆様、シアトル日本商工会（春秋会）の皆様や在留邦

人の皆様のご支援ご協力を賜りながら、少しずつ慣れて、より充实したシアトル日本語補習学校の運営に微力

ながら努力していく所存です。どうぞ宜しくお願い申し上げます。 

校長先生のご挨拶 
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素敵なご挨拶を頂戴した次は、校長先生の素顔に迫ってみたいと思います。 

皆さんの気になっている質問を代表して伺ってみました！

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シアトル日本語補習学校   www.seajschool.org 
Sammamish High School   100 140th Ave. SE, Bellevue, WA 98005 
職員室（土曜日のみ）      Tel ： 425-641-0739 
学校事務所              919 124th Ave. NE, #207 Bellevue, WA 98005 
（火～金） 9：00～16：00    Tel ： 425-643-1661  
（土曜日） 9：00～15：00    Fax ： 425-649-0509 

お休みの日にしていること 

→ドライブ（運転免許取得のため必死）

→ショッピング 

→テレビで野球観戦（マリナーズ、連勝

で気分最高） 

校長先生に一問一答！！ 
 

在シアトル日本国総領事館 
Tel: (206) 682-9107     
Fax: (206) 624-9097  
http://www.seattle.us.emb-japan.go.jp  

Email: consul@cgjapansea.org      

生年月日、血液型 

→昭和26年 3月 8日 

→O型 

家族構成 

→妻、長男、長女、二女 

と私の５人   

現在ｼｱﾄﾙでは妻と二人

暮らし 

 

好きな食べ物 

→和食 

嫌いな食べ物 

→ホヤ 

好きなスポーツ 

→野球 

やっていたスポーツ 

→ジョギング 

→バドミントン 

シアトルの第一印象は？ 

→「少し寒くて雨が多いけ

ど、シャクナゲなど自然が

豊かだなあー。これなら、

楽しく過ごせそう。」 

趣味 

→早朝ｼﾞｮｷﾞﾝｸﾞと 

夕方ｳｫｰｷﾝｸﾞ（妻

と） 

→旅行 

シアトル勤務が決まった時に思ったこと 

→「やったー。イチロー選手と 会える」 

 

好きな本 

    （作家） 

→路傍の石 

 （山本有三） 

 

生徒たちの印象は？ 

→「明るく挨拶などしてくれる

頑張り屋さんが多いなあー。

仲良く生活できそう。」 

 

子供のころの夢 

    →野球選手 

座右の銘 

→「為せば成る 為さねば成らぬ 何事も  

  成らぬは人の 為さぬなりけり」（米沢藩主 上杉鷹山） 

→「やってみせ 言ってきかせて させてみて 

ほめてやらねば 人は動かじ」 （山本五十六） 

宝物 

→４人の孫 

シアトルで挑戦してみたいこと 

→多くの市民との心の交流 

好きな芸能人 

→かぐや姫（神田川）、山口百恵 

 

http://www.seajschool.org/
http://www.seattle.us.emb-japan.go.jp/
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